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令和年7月1日　NO１６４  
いろいろな人への感謝の思い。

　先月、田植えした周囲の田んぼも苗も青々と育ち、吹く風にさわさわと音を立てながら揺れています。田んぼの水に光が反射してキラキラと輝いています。太陽が煌めく北国の爽やかな夏の到来です。本当にこの地で良かった。気持ちのよさを体全体で実感できる素晴らしい季節です。最近は梅雨がないはずのこの地にも「蝦夷梅雨」と呼ばれるようになってきましたが、それも秋の実り多い収穫に向けて無くてはならないものです。「農家の方」にも「食の王国北海道」にも無くてはならない恵みの雨でもあります。

６月の初めに、南空知のお寺さんの集まりである「空知南組」さんのご招待で、学園の子供たちが「田植え体験」をさせていただきました。水の張ってある田んぼでどろどろの中、歩くのもままにならず、足を取られながら服や顔を泥だらけにして、キャーキャーと声を出して悪戦苦闘しながら田植えをしていました。幼児さんから小学生、中学生や高校生も一緒になって、お話に真剣に耳を傾けながらの参加でした。その中で、農家の方の苦労やモノづくりの大切さも感じていったのではないでしょうか。「米」という字は、農家の方が「八十八回」手を掛けながら育てて「稲」になると言われています。体を動かしながら働くことによって、少しでもその苦労を体験し、毎日の食に対する感謝の気持ちも持てたのではないでしょうか。招待して頂いた方々への「こんにちは」「ありがとうございます」食事いただいた時の「いただきます」「ごちそうさまでした」といった『挨拶』や『お礼の言葉』にも、いつも以上の気持ちが込められていたような気がします。
食事を取る時の「いただきます」や、食べ終わった時の「ごちそうさま」という言葉には、ただの『挨拶』ではない意味が込められています。例えば、「いただきます」は仏教の教えからきていますが、魚や肉、米や野菜、果物など人間が食べるものはすべて命を持っており、人が生きて行くためには、他から命をもらわなければいけません。そこで、それまで生きていた食べ物に、「私たちが生きて行くために､有り難く命をいただきます」と言うところから「いただきます」と言うようになりました。また、「ごちそうさまでした」は漢字で書くと「御馳走様」となります。「御」は相手に対する尊敬の意を表します。「馳」は走る。馬を馳って走るの意味があり、「走（そう）」も走る。つまり、「御馳走様」は料理をつくるために多くの人が走り回ったことを表します。一つの料理ができるまでには、調理した人、食材を採ったり育てたりした人など、多くの人が携わっています。その人たちに感謝の気持ちを込めて「様」をつけて「ごちそうさま」というようになりました。そんなこともちょっと頭に浮かぶ行事でした。私たちの生活は、人と人との関わりの中でできています。言葉の意味やそこに込められている思いなどを難しく考える必要は無いのですが、相手に対する、周りの人に対する感謝の気持ちを忘れない人でありたいと願っています。

さあ、夏です、身体を目一杯に動かすチャンスです。これから、夏の恒例行事であるキャンプや海水浴、サイクリングやちょっと遠出の散歩など、汗を一杯にかき、身体を目一杯に動かす夏本番がやってきます。特に「学園キャンプ」は昨年のリベンジです。大いに夏を楽しみましょう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長　吉　田　幸　雄
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　　６月の誕生会は「空知南組」さんの久保田さんのお声がけにより、教育大生の有志の方による演奏会を行なって頂きました。馴染みのある曲やユーモアのある自己紹介や楽器紹介をして頂き子ども達も初めての人であっても馴染みやすさを感じていました。知らない楽器に触れる事や目の前で歌っている姿に誕生生は「嬉しい」「上手い」と感激していました。天候不良の中お越しいただき、その後の外での焼肉にも参加して頂き楽しい時間を過ごせた事に感謝いたします。ありがとうございました。

　


　　　　　遠足当日は、天気にも恵まれ
　　　　　H君、Ｓ君は幼稚園から公園までの長い

　　　　　道のりを友達や大人と楽しみながら頑張

って歩きました。初めての遠足のＹちゃ

んは公園でダンスや歌など楽しい雰囲気

を味わうことができました。お弁当や

自由時間はお友達と楽しくご飯を食べ

たり公園でかけっこして楽しい時間を満

喫しました。　　　　　林祐太
　　　　　　　　　　　　
7月の行事予定

７月２日　　　　　小学校参観日（低学年）

７月３日　　　　　小学校参観日（中学年）

７月４日　　　　　小学校参観日（高学年）

７月６日　　　　　幼稚園夏祭り

７月９日　　　　　幼稚園参観日

７月１０日　　　　里親研修会

７月１１日　　　　幼稚園参観日

７月１３日　　　　そば種まき

７月１８日　　　　市町村職員施設見学
７月１９日　　　　中学校参観日

７月２５日　　　　小、中終業式

７月２７日　　　　誕生会・卒園生招待行事

７月３０日　　　　光が丘学園キャンプ

７月３１日　　　　光が丘学園キャンプ
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください）6月1日～31日
コープさっぽろ 様　　河内克彰 様　ビクトリア観光様　荒川博之様
　

公益財団法人オリックス宮内財団様　浅沼ひとみ様　天間勝美様　パーラーコンパル様
　　　　　
細川悟様
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6月15日（土）に小学生女子5名と砂川の子どもの国に出かけました。何度か出かけた事がある子もいて、初めて出かける子ども達にガイドさんのように遊びの魅力を教えてくれたSちゃんのおかげで、みんなのやりたい事が上手に叶えられていました。強風の中の昼食になりましたが、そんなことはなんのその。石、足、手あらゆる方法で、風から弁当をも守る、微笑ましい姿を見る事が出来ました。夏休みもたくさん遊ぼうね！！
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「空知南組」さんの招待で


6月2日に田植え体験をしています。下は2歳から上は17歳までの児童が参加し、田植えのみならず、お経を聞く体験や昼食でBBQをご馳走になりました。お経は初めて聞く子が大半で雰囲気に飲まれたり、座禅を頑張ってみたりとその経験は子どもたちにとってとても印象深く残っていることを話してくれています。田植えでは田んぼの感触や植える事、植えたあとにお米になる事を知り、一つ一つ手で植える事で達成感を味わえた様子がありました。昼食時には初めて顔を合わせたにも関わらず、沢山のお声掛けやおもてなしを頂きとてもアットホームな雰囲気に喜んでおりました。「またやりたい」「稲刈りはいつ？」「たくさんのお昼ご飯用意大変だったよね」と行事の印象や次への意欲だけではなく、人の温かさを感じています。


貴重な体験の場を提供いただきありがとうございました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　達生
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